
2015
笑顔の花を咲かせよう みんなで楽しむ家族の週間

　わが家のとっておき家族写真の
展示や、チーバくん
と写真撮影など、プ
ログラムがたくさんあ
ります。

☎７１１-０６７７子育て支援課
三世代そろって楽しめるウクレレと
フラダンスのショーを開催します。

ウクレレ・歌＆
フラダンス
ジョイントショー
午前11時50分

お花のモチーフをつけた赤ちゃんとパパ・ママ
が集まり、チーバくんと一緒に手遊びをします。

赤ちゃんの花を
咲かせよう
プロジェクト
午前11時

昨年のファミリーフェスタ▶︎

会場

日時 11月15日日 
午前11時〜午後4時
ニッケコルトンプラザ
タワーコート（鬼高１-１-１）
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赤
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
い
花
を

今
年
も
咲
か
せ
よ
う　１１月１５日は家族の日、その前後一週間は「家族の週間」です。みなさんにとって家族とはなんでしょうか。

うれしい時も、悲しい時も共に過ごす、かけがえない家族に感謝して「家族の週間」で絆を深めましょう。
また、１１月１５日（日）はニッケコルトンプラザで「いちかわファミリーフェスタ２０１５」が開催されます。

自身の子育てや家族が楽しく過ごすヒントなど
がテーマのトークショーを行います。

午後2時

ダイアモンド 　ユカイ
トークショー

●山田洋次×井上ひさし展……………… 4ｰ5面
●かけがえのない市川の自然を
　将来につなげよう……………………… 8ｰ9面
●市川市DV根絶強化月間……………………2面
●イルミネーションコンテスト…………………3面

●保育園4月入園受け付けが始まります… …6面

●ISG国府台冬の健康教室……………………7面

●観光写真撮影会………………………… 10面

●秋の火災予防運動オータムコンサート…… 11面

今
週
号
の
紙
面
か
ら

特集
特集いちかわ市民まつり

11月7日（土）午前9時30分～午後4時 
大洲防災公園
☎︎７１１-１１４２いちかわ市民まつり実行委員会

イベント
情報



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

ク
リ
ス
マ
ス
に
合
っ
た
花
の
苗
の
寄
せ

植
え
を
学
べ
る
講
座
で
す
。

11
月
26
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
※
雨
天
決
行

ア
イ
キ
ャ
ン
ガ
ー
デ
ン（
下
貝
塚
３

の
８
の
16
）

先
着
25
人

花
苗
の
実
費
１
，０
０
０
円
程
度

（
市
川
市
ロ
ー
ズ
商
品
券
使
用
可
）

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
☎
７
１
２・ 

６
３
１
７
循
環
型
社
会
推
進
課

♦
♦
♦

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー

11
月
28
日（
土
）①
午
後
１
時

30
分
～
３
時
／
セ
ミ
ナ
ー「
長
期
修

繕
計
画
の
目
的
と
留
意
点
」「
マ
ン

シ
ョ
ン
の
防
犯
に
つ
い
て
」②
午
後
３

時
10
分
～
４
時
50
分
／
交
流
会・相

談
会行

徳
文
化
ホ
ー
ル
Ｉ
＆
Ｉ

市
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

役
員
、分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

氏
名
、マ
ン
シ
ョ
ン
名
、電
話
番

号
、②
の
場
合
は
相
談
内
容
を
☎

３
９
９・９
９
３
５（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
川
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
協
議
会

☎
７
１
２・６
３
２
５
住
環
境
整
備
課

♦
♦
♦

秋
の
無
料
法
律
相
談
会

法
律
一
般
相
談
の
他
、高
齢
者
、ク
レ

ジ
ッ
ト・サ
ラ
金
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

11
月
28
日（
土
）午
後
１
時
～
４

時
10
分（
１
人
30
分
、予
約
制
）

船
橋
ス
カ
イ
ビ
ル（
船
橋
市
本
町

２
の
１
の
34
）

☎
０
４
７・４
３
１・７
７
７
５
千

葉
県
弁
護
士
会
京
葉
支
部

（
総
合
市
民
相
談
課
）

◆
行
徳
支
所
市
民
相
談
室
☎
３
５
９・ 

１
１
２
１

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

第
２・４
火
曜
日
、午
前
10
時
～
正

午・午
後
１
時
～
４
時

♦
♦
♦

文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を一部
閉
鎖

11
月
10
日（
火
）～
20
日（
金
）は
、展

示
替
え
の
た
め
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

企
画
展
示
室
を
閉
鎖
し
ま
す
。

☎
３
２
０・３
３
３
４
同
ミ
ュー
ジ
ア

ム（
月
曜
日
休
館
）

♦
♦
♦

中
央
図
書
館
及
び

こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
休
館

蔵
書
整
理
の
た
め
11
月
24
日（
火
）～

27
日（
金
）の
間
休
館
し
ま
す
。

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

♦
♦
♦

南
行
徳
市
民
談
話
室
の
休
室

及
び
証
明
書
自
動
交
付
機
の
停
止

電
気
設
備
点
検
の
た
め
、南
行
徳
市

民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
利
用
を
休
止
し

ま
す
。

12
月
５
日（
土
）午
前
８
時
45
分

～
午
後
１
時

☎
３
５
９・７
８
９
１
同
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量・資
源
化

に
向
け
た
３
つ
の
プ
ラ
ン
に
関
す

る
意
見
交
換
会

「
家
庭
ご
み
の
有
料
化
」「
戸
別
収
集

の
導
入
」「
ご
み
収
集
回
数
の
削
減
」

に
つ
い
て
、そ
の
検
討
項
目
に
関
す
る

意
見
交
換
会
を
市
内
４
カ
所
で
開

催
し
ま
す
。

　

表
組
入
り
ま
す

※
受
け
付
け
は
い
ず
れ
も
30
分
前
か
ら
。

☎
７
１
２・６
３
１
７
循
環
型
社
会

推
進
課

♦
♦
♦

野
菜
く
ず
か
ら
作
っ
た
肥
料
の

活
用
講
座（
ク
リ
ス
マ
ス
編
）

野
菜
く
ず
か
ら
作
っ
た
肥
料
を
使
い

い
。雑
が
み
は
紙
袋
に
入
れ
る
か
雑
誌

に
挟
ん
で
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

最
終
処
分
場
を
持
た
な
い
市
に
お
い

て
、埋
め
立
て
す
る
焼
却
灰
の
量
を

減
ら
す
た
め
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
７
１
２・６
３
１
７
循
環
型
社
会

推
進
課

♦
♦
♦

11
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」

動
物
に
よ
る
事
故
や
迷
惑
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
、飼
い
主
の
義
務
で
す
。

●
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う
場
合

は
、保
健
所
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

●
一
部
の
サ
ル
、ヘ
ビ
な
ど
の
特
定
動

物
を
飼
う
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め
保

健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

●
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ

探
し
、保
健
所
、警
察
、動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
に
電
話
な
ど
で
届
け
出
ま

し
ょ
う
。

●
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で

面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

●
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、定
期

的
に「
犬
の
飼
い
方・し
つ
け
方
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

☎
７
１
２・６
３
０
９
環
境
保
全
課

♦
♦
♦

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
の
方
へ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納
す
る

電
子
証
明
書
の
新
規
発
行・更
新
が

12
月
22
日（
火
）で
終
了
と
な
り
ま

す
。お
持
ち
の
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
０
８
市
民
課

♦
♦
♦

強
化
ガ
ラ
ス
製
鍋
ぶ
た
の
使
用
に
注
意

強
化
ガ
ラ
ス
製
鍋
ぶ
た
は
普
通
の
ガ

ラ
ス
に
比
べ
て
高
い
強
度
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、表
面
の
傷
や
急
激
な
温
度

変
化
に
よ
っ
て
突
然
割
れ
、鋭
利
な

か
け
ら
や
細
か
い
破
片
が
飛
散
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。注
意
し
て
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
３
２
０・ 

０
６
６
６

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

月
～
金
曜
日
、電
話
相
談
の
み
＝
第

２・４
土
曜
日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
４
時

休
所
日 

土
曜
日（
第
２・第
４
を
除

く
）・日
曜
日・祝
日・年
末
年
始

　

表
組
入
り
ま
す

☎
７
１
２・６
３
０
６
環
境
政
策
課

♦
♦
♦

【
資
源
物
と“
ご
み
”の
は
な
し
】

紙
類
の
分
別

燃
や
す
ご
み
の
中
に
は
新
聞・雑
誌・

ダ
ン
ボ
ー
ル・紙
パ
ッ
ク
が
約
11
％
、雑

が
み（
テ
ィ
ッ
シ
ュペ
ー
パ
ー
や
菓
子
の

空
き
箱
、包
装
紙
、コ
ピ
ー
用
紙
な

ど
）が
約
７
％
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
を
紙
類
の
収
集
日
に
出
す
と
、

再
生
紙
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。ひ

も
で
十
字
に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

参
画
セ
ン
タ
ー
※
無
料
保
育
あ
り（
生

後
10
カ
月
～
未
就
学
児
、先
着
５

人
、11
月
12
日（
木
）ま
で
に
要
予
約
）

（
男
女
共
同
参
画
課
）

◆
社
会
福
祉
審
議
会
障
害
者
福
祉

専
門
分
科
会

11
月
18
日（
水
）午
後
２
時
30
分
～
４

時
30
分
／

第
１
の
１
委
員
会
室

（
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

◆
市
政
戦
略
会
議
開
催

11
月
24
日（
火
）午
後
４
時
～
６
時
／

第
５
委
員
会
室

（
行
財
政
改
革
推
進
課
）

♦
♦
♦

「
環
境
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い

生
活
」を
始
め
ま
せ
ん
か

光
熱
費
の
削
減
な
ど
、家
計
に
も
や

さ
し
い
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

や
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
設
置
に
、補
助
金
制
度
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
に
設
置
し
た
設
備
が
対
象
で
、

申
請
期
間
は
平
成
28
年
２
月
26
日

（
金
）ま
で
で
す（
事
後
申
請
）。詳
し

く
は
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

12
月
市
議
会
定
例
会
を
開
会

11
月
27
日（
金
）午
前
10
時
開
会
予

定
。傍
聴
希
望
者
は
日
程
な
ど
を
お

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
６
階
の
傍

聴
受
付
ま
で
。委
員
会
の
会
議
も
７

人
ま
で
傍
聴
可
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
本
会
議
の
生
中
継
と
録
画

放
送
を
視
聴
可
。   （

議
会
事
務
局
）

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
介
護
保
険
地
域
運
営
委
員
会

11
月
12
日（
木
）午
後
２
時（
受
け
付

け
は
15
分
前
）～
４
時
／

第
４
委

員
会
室　
　
　
　

  （
福
祉
政
策
課
）

◆
都
市
計
画
審
議
会

11
月
16
日（
月
）午
前
10
時（
受
け
付

け
は
15
分
前
）～
正
午
／

第
１
委

員
会
室
／
先
着
10
人（

都
市
計
画
課
）

◆
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

11
月
18
日（
水
）午
前
10
時（
受
け
付

け
は
15
分
前
）～
正
午
／
男
女
共
同

日曜日・水曜日夜間の
市税及び国民健康保険税の納税相談
■日曜日窓口＝11月８日、午前10時～午後3時／
開設場所＝ 納税・債権管理課☎３３４-１１２２、
国民健康保険課☎７０４-００１１
■水曜日夜間窓口＝毎週水曜日（祝日を除く）午後5
時15分～8時／開設場所＝ 納税・債権管理課☎
３３４-１１２２、 税務課☎３５９-１１１５、 国民健康
保険課☎７０４-００１１　　　　  （納税・債権管理課）

欠真間１丁目（紙・布）···11/17、12/15
　　 〃      （缶・ビン）····11/17、12/1・15
香取１丁目（紙・布）······11/9、12/14
　　〃　（缶・ビン）·······11/9、12/14・28
行徳ハイムサルビア（缶・ビン）··毎週火曜日※
塩焼５丁目かもめ（紙・布）···11/19、12/17
　　〃　（缶・ビン）·······11/19、12/3・17
島尻（紙・布）·················11/23、12/28
　〃　（缶・ビン）···········11/9、12/14・28
新田１丁目（紙・布）······11/14、12/12
　　〃　 （缶・ビン）······11/10・24、12/8・22
新田４丁目（紙・布）······11/16、12/21
　　　〃　 　（缶・ビン）····11/16、12/7・21

末広（紙・布）·················11/21、12/19
菅野西（缶・ビン）··········11/10・24、12/8・22
菅野2丁目（紙・布）······11/23、12/28
　　　〃　 　（缶・ビン）····11/9、12/14・28
須和田１丁目（缶・ビン）····11/17、12/1・15
須和田第２（紙・布）·····11/18、12/16
関ケ島（紙・布）·············11/15、12/20
   〃　（缶・ビン）··············11/16、12/21
曽谷第６（缶・ビン）·······毎週土曜日※
宝２丁目イルカ（紙・布）···12/3
　   〃　   （缶・ビン）···11/19、12/3・17
根古屋（紙・布）············11/24、12/22
   〃　（缶・ビン）············11/10・24、12/8・22

東菅野さくら（紙・布）····11/21、12/19
　　〃　　（缶・ビン）····11/13・27、12/11・25
福栄かもめ（紙・布）·····11/15、12/6・20
富美浜（紙・布）············11/15、12/20
美里苑（紙・布）············11/7、12/5
　〃 　（缶・ビン）··········11/17、12/1・15
湊新田（紙・布）············11/20、12/18

【ＰＴＡ】
大野小学校（紙・布）···11/7、12/5
大和田小学校（紙・布）····11/14、12/19
鬼高小学校（紙・布）···11/14、12/5
塩浜小学校（紙・布）···11/7・21、12/5・19

塩浜小学校 （缶・ビン）····毎週金曜日※
信篤小学校（紙・布）····11/19、12/17
　　〃　  （缶・ビン）····11/16、12/14
曽谷小学校（紙・布）···12/3
稲荷木小学校（缶・ビン）····11/11・25、12/9
中国分小学校（紙）·····11/20、12/18
新浜小学校（紙・布）···毎週火曜日※
　　〃　 （缶・ビン）···11/16、12/7・21
福栄小学校（紙・布）···11/20、12/18
　　〃　 （缶・ビン）···11/19、12/3・17
二俣小学校（紙・布）···11/13、12/11
南新浜小学校（紙・布）···11/13、12/11
　　〃　　 （缶・ビン）····11/16、12/7・21

宮久保小学校（紙・布）····11/25、12/30
　　〃　　（缶・ビン）····毎週水曜日※
百合台小学校（缶・ビン）···毎週火曜日※

【高齢者クラブ】
香り会（缶・ビン）···········11/13・27、12/11・25
国府台悠悠会（紙・布）····11/21、12/19
塩焼２丁目はまみち（紙・布）···11/19、12/17
　　 〃　 （缶・ビン）···11/19、12/3・17
平川寿会（紙・布）········11/27、12/25
　　〃　　（缶・ビン）········11/13・27、12/11・25

【婦人会】
八幡南口（紙・布）········11/12、12/10
　　〃　　（缶・ビン）······11/12・26、12/10・24
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Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と
は
、配
偶
者

な
ど
か
ら
の
身
体
的・精
神
的・経
済
的・性
的
暴
力
を
指

す
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

11
月
12
日（
木
）～
25
日（
水
）の「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」に
関
連
し
、市
で
は
、11
月
を
Ｄ
Ｖ
根
絶

強
化
月
間
と
し
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。女
性
に

対
す
る
暴
力
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
男
女
共
同
参
画
課
）

「
市
川
市
Ｄ
Ｖ
根
絶
強
化
月
間
」

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
そ
う

開催日 時間 会場

１１月２１日
（土）

午後６時～
７時３０分

勤労福祉
センター本館

１１月２４日
（火）

午後７時～
８時３０分 行徳公民館

１１月２８日
（土）

午前１０時～
１１時３０分

市川南
仮設庁舎

１１月２９日
（日）

午前１０時～
１１時３０分 大野公民館

補助対象設備 補助金額

住宅用太陽光発電設備 １キロワットあたり
１万５千円 上限６万円

家庭用燃料電池システム
（エネファーム） 上限１０万円

定置型リチウムイオン
蓄電池システム 上限１０万円

エネルギー管理システム
（ＨＥＭＳ） 上限１万円

電気自動車充給電設備 上限５万円
太陽熱利用システム 上限５万円

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
☎
３
２
３・１
７
７
７

受
付
時
間 

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
正
午

～
午
後
１
時
を
除
く
）、土・日
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後

０
時
30
分（
毎
月
最
終
火
曜
日・祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

○
女
性
相
談
員
に
よ
る
女
性
の一
般
相
談・Ｄ
Ｖ
相
談

電
話
相
談
は
随
時
、面
談
は
要
予
約

○
女
性
弁
護
士
に
よ
る
女
性
の
法
律
相
談（
要
予
約
）

毎
週
水
曜
日（
休
館
日
を
除
く
）午
後
１
時
～
５
時
※

面
談
、１
人
30
分
程
度

女
性
の
た
め
の

無
料
の
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
理
解
し
、正
し
い
知
識
を
持
っ
て

身
近
な
Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
29
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

女
性
先
着
30
人（
無
料
保
育
あ
り
、10
カ
月
～

未
就
学
児
、先
着
10
人
、11
月
20
日（
金
）ま
で
に

要
予
約
）

講
池
田
ひ
か
り
氏（
明
治
学
院
大
学 

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

専
門
相
談
員
）

☎
３
２
２・６
７
０
０
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｖ
防
止
講
座

わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

～
身
近
な
人
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
た
ら
～



了
証
を
発
行
。

11
月
22
日（
日
）、25
日（
水
）い
ず

れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

消
防
局

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
中
学
生

以
上
の
方
、先
着
各
30
人

11
月
９
日（
月
）か
ら
☎
３
３
３・ 

２
１
１
１（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス・２
番
）

救
急
課

♦
♦
♦

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

経
営
力
強
化
の
た
め
に
補
助
金
の
活

用
を
中
心
に
学
び
ま
す（
全
４
回
）。

11
月
10
日
～
12
月
１
日
、毎
週
火

曜
日
午
後
６
時
10
分
～
９
時
20
分

千
葉
商
科
大
学（
国
府
台
１
の
３

の
１
）市内

で
起
業
し
た
方
、ま
た
は
計

画
中
の
方
、先
着
30
人

♦
♦
♦

三
番
瀬
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

三
番
瀬
の
再
生
に
つい
て
、県
民
、漁
業

関
係
者
、環
境
保
護
団
体
な
ど
か
ら

広
く
意
見
を
聞
く
た
め
の
催
し
で
す
。

11
月
14
日（
土
）午
後
２
時（
受
け

付
け
は
30
分
前
か
ら
）～
４
時
30
分

浦
安
市
中
央
公
民
館（
浦
安
市

猫
実
４
の
18
の
１
）

①
講
演「
川
と
海
に
お
け
る
土
砂

移
動
と
生
態
系
の
つ
な
が
り
」講
師

＝
横
山
勝
英
氏（
首
都
大
学
東
京
）

②
意
見
交
換
会

先
着
１
０
０
人

☎
０
４
３・２
２
３・２
４
３
９
県
環

境
政
策
課　
　
　

  （
地
域
整
備
課
）

♦
♦
♦

女
性
起
業
家
育
成
セ
ミ
ナ
ー

創
業・起
業
に
必
要
と
な
る
幅
広
い

知
識
及
び
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
修
得
し
ま
せ
ん
か（
全
５
回
）。

11
月
11
日
～
12
月
９
日
、毎
週
水

曜
日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

10
分男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
で
起
業
を
計
画
中
ま
た
は
起

業
し
て
間
も
な
い
女
性
、先
着
30
人

受
講
料
１
０
，８
０
０
円

同
大
学
の
専
用
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

申
し
込
み

☎
３
７
３・９
７
５
５
千
葉
商
科
大

学
大
学
院・社
会
人
教
育
セ
ン
タ
ー

オ
フ
ィ
ス　
　
　
　

 
（
商
工
振
興
課
）

♦
♦
♦

上
級
救
命
講
習

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を

使
用
し
た
乳
児
、小
児
、成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
法
、異
物
除
去
法
、

三
角
巾
の
使
用
法
、筆
記
試
験
あ

り
。修
了
者
に
は
上
級
救
命
講
習
修

学
児
、先
着
10
人
程
度
。11
月
20
日

（
金
）ま
で
に
要
予
約
）

28
日（
土
）＝「
国
府
台
女
子
学
院

合
唱
部
」、古
今
亭
菊
千
代
氏
に
よ

る
基
調
講
演「
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
」、29
日（
日
）＝
映
画「
何
を
恐
れ

る
」フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
き
た
女
た
ち
、

他
、文
化
の
部
講
演
会
、報
告
会
、舞

台
発
表
、展
示
な
ど

基
調
講
演
☎
３
２
２・６
７
０
０

男
女
共
同
参
画
課

♦
♦
♦

市
川
女
性
の
集
い

「
平
和
な
心
を
育
て
る
社
会
へ
」

女
性
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
た「
市

川
女
性
の
集
い
連
絡
会
」が
、活
動
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

11
月
28
日（
土
）・29
日（
日
）い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

基
調
講
演
は
先
着
１
５
０
人（
無

料
保
育
あ
り
。生
後
10
カ
月
～
未
就

受
講
料
１
０
，８
０
０
円

同
大
学
の
専
用
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

申
し
込
み

☎
３
７
３・９
７
５
５
同
大
学
大
学

院・社
会
人
教
育
セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス

（
商
工
振
興
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

外
環
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者

外
環
道
路
の
工
事
現
場
内
を
歩
き

な
が
ら
見
学
し
ま
す（
約
４
㎞
、約
２

時
間
30
分
）。

12
月
13
日（
日
）１
班
＝
午
前
９

時
30
分
、２
班
＝
午
前
10
時
30
分
、

３
班
＝
午
前
11
時
30
分
、４
班
＝
午

後
０
時
30
分
、５
班
＝
午
後
１
時
30

分
※
小
雨
決
行

集
合
場
所 

外
環
松
戸
相
談
所（
松

戸
市
中
矢
切
５
８
９
の
15
）

解
散
場
所 

北
台
バ
ス
停
付
近（
国
分

６
丁
目
）

小
学
生
以
上
の
方
、抽
選
で

２
０
０
人（
１
班
あ
た
り
40
人
）※
中

学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴
。

代
表
者
の
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
お
持
ち
の
方

の
み
）、希
望
時
間（
第
３
希

望
ま
で
）、参
加
者
全
員
の
氏

名・年
齢
を
書
き
、11
月
20
日

（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

３
７
７・１
０
４
８
で
市
川
商

工
会
議
所
総
務
課

（
〒
２
７
２・８
５
２
２
南
八
幡

２
の
21
の
１
）

☎
３
７
７・１
０
１
１
同
会

議
所

（
街
づ
く
り
推
進
課
）

♦
♦
♦

納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒

へ
の
有
料
広
告

平
成
28
年
度
市・県
民
税
、

軽
自
動
車
税
、固
定
資
産

税・都
市
計
画
税
、国
民
健

康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

の
送
付
用
封
筒
の
裏
面
に

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん

か
。詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間 

11
月
９
日（
月
）

～
27
日（
金
）

☎
３
３
４・１
１
１
５
納
税・

債
権
管
理
課

11月7日〜12月30日
（雨天などのため変更することもあります）

週1回、市がごみ集積所で回収する
缶・ビンとは異なります。

☎712-6301清掃事業課

大型ごみの申し込み（清掃事業課）
専用電話712-6300電話のかけ間違いに注意

※印は祝日を除く

●11月3日（祝）は「プラスチック製容器包装類」火曜収集地区、23日（祝）は「プラスチック製容
器包装類」月曜収集地区のみ収集があります。その他の「資源物とごみ」の収集はお休みです。

【自治会】
市川グリーンハイツ（缶・ビン）····毎週金曜日※
市川パークハイツ（缶・ビン）······毎週金曜日※
市川大野パークホームズ（紙・布）···11/10・24、12/8・22
　   〃　   （缶・ビン）···毎週土曜日※
市川南（紙・布・缶・ビン）····毎週水曜日※
市川南３・４丁目（缶・ビン）····11/11・25、12/9
稲越（紙・布）·················11/14、12/12
大境（紙・布）·················11/26、12/24
　〃　 （缶・ビン）··········11/12・26、12/10・24
大芝原（紙・布・缶・ビン）····11/16、12/7・21
大町第３市営（紙・布）····11/15、12/20
　 〃　 　（缶・ビン）····11/7・21、12/5・19

鬼高（ビン）····················11/10・24、12/8・22
北方東部（缶・ビン）·····11/19、12/3・17
国府台町会（紙・布・缶・ビン）····11/9、12/14・28
国府台２丁目（紙・布・缶・ビン）····11/9、12/14・28
国分７丁目（缶・ビン）····11/18、12/2・16
幸１丁目（缶・ビン）·······11/19、12/3・17
幸２丁目（缶・ビン）·······11/19、12/3・17
塩浜市営住宅（紙・布）·····11/15、12/20
　  〃 　（缶・ビン）······11/13・27、12/11・25
塩焼３丁目ちどり（紙・布）···11/8、12/13
下貝塚２丁目（紙・布）····12/4
　     〃 　 （缶・ビン）····11/7・21、12/5・19
白幡（缶・ビン）··············11/10・24、12/8・22

新田２・３丁目（紙・布）····11/14・28、12/12・26
　    〃　  （缶・ビン）····毎週金曜日※
新八幡（紙・布）············11/10、12/8
    〃　（缶・ビン）··········11/10・24、12/8・22
曽谷第２（缶・ビン）·······11/17、12/1・15
曽谷第４（缶・ビン）·······11/16、12/7・21
宝１丁目（紙・布）··········12/3
　〃　 （缶・ビン）··········11/19、12/3・17
中国分（紙・布・缶・ビン）····毎週水曜日※
平田町会（缶・ビン）·····毎週木曜日※
真間北部（缶・ビン）·····11/10・24、12/8・22
宮久保台（紙・布）········11/14、12/12
　 〃 　（缶・ビン）·········11/11・25、12/9

八幡下町（缶・ビン）·····11/17、12/1・15
八幡門前（紙・布・缶・ビン）·····12/7
梨風苑（紙・布・缶・ビン）····11/19、12/3・17
若宮１丁目町会（紙・布・缶・ビン）····12/1
若宮２丁目町会（紙・布）·····12/2
　　 〃　　　（缶・ビン）·····11/18、12/2・16

【子ども会】
相之川（缶・ビン）··········11/17、12/1・15
新井（紙・布）·················11/23、12/28
　〃　（缶・ビン）···········11/9、12/14・28
大洲（紙・布）·················11/15、12/20
   〃  （缶・ビン）··············毎週月曜日※
北国分（紙・布・缶・ビン）····毎週金曜日※

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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暮らし

　昭和59年11月15日に核兵器廃絶平和都市宣言を行いま
した。終戦から70年が経過した今年、改めて生命の尊厳を認識
し、世界の恒久平和を願います。　　　　　　　　（総務課）

核兵器廃絶平和都市
宣言文

　世界の恒久平和と安全は、人類共通の願いである。
　この普遍の願いにもかかわらず、核軍備の拡張は依
然として行われており、人類は核戦争の脅威にさらさ
れている。
　わが国は、世界唯一の核被爆国として核兵器の恐ろ
しさ、被爆者の苦しみを世界の人 に々訴え、再び広島、
長崎の惨禍を絶対に繰り返させてはならない。
　私たち市川市民は、生命の尊厳を深く認識し、国是
である非核三原則が完全に実施されることを願い、
いかなる国のいかなる核兵器に対してもその廃絶と
軍縮を訴え、恒久平和確立のため、ここに「核兵器廃
絶平和都市」となることを宣言する。

昭和５９年１１月１５日

市　川　市

核兵器廃絶平和都市宣言

市長  大
お お

久
く

保
ぼ

 博
ひろし

▲秋のイベントについて語る大久保市長

　屋外で過ごすのが気持ちよい日が続く秋、
市内各所でイベントが開催されていますが、み
なさん楽しんでいらっしゃいますか。
　先月は各地域のお祭りや公民館の文化祭
のほか、「ガーデニングマーケットｉｎいちかわ」
や「市川街回遊展」などのイベントに、多くの
方が参加されたことと思います。こうしたイベ
ントでは、自治会や町会をはじめ神社仏閣、教
会、文化・芸術団体、学校など、普段、さまざま
な活動をされているみなさんがつながりを持
つことで、積極的な意見交換の場が生まれ、
地域の行事を更に盛り上げていただいてお
り、改めて感謝を申し上げます。
　さて、本日は、今年で第40回を記念する「い
ちかわ市民まつり」が大洲防災公園で開催さ
れる予定です。会場内には約200張の模擬
店、また、２つの特設ステージでは、市民団体
によるダンスや歌など、パフォーマンスが繰り
広げられますので、ぜひご覧いただきたいと思
います。
　市民のみなさんにおかれましては、こうした
お祭りなどのイベントを通して、地域の方との
親睦を深めていただくことで、日頃から気軽に
声を掛け合い、困ったときはお互いに助け合え
るような関係を築いていただけたら幸いです。
　地域のつながりが、その地域の大きな力と
なり、活気あふれるまちづくりにつながっていく
ことでしょう。
　市川の秋、みなさんも地域のイベントを存分
に満喫してください。

地域の力で秋を満喫
市民のみなさんへ

　
個
人
ま
た
は
団
体
で
、

い
ず
れ
も
応
募
者
自
身
の
手
で

取
り
組
ん
で
い
る
も
の（
自
薦
の
み
）。

写
真
提
出
不
要（
申
し
込
み
後
、市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
伺
い
、写

真
を
撮
影
し
ま
す
）。

募
集
期
間 

11
月
９
日（
月
）～
12
月
７
日（
月
）

期
間 

12
月
19
日（
土
）～
23
日（
祝
）

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、ア
イ・リ
ン
ク
タ

ウ
ン
展
望
施
設

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
要
項
」（

ま
ち
並
み

景
観
整
備
課
、行
徳
支
所
、大
柏
出
張
所
、南
行
徳
市
民
セ
ン

タ
ー
、メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
、各
公
民
館
な
ど
で
配
布
。市
公

式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）の「
応
募
票
」に
必

要
事
項
を
書
き
、12
月
７
日（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）に
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
３
６・８
０
２
４
ま
た
は
持
参
で
ま
ち
並
み
景
観
整
備
課

（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住
所
不
要
）

☎
７
０
４・０
０
６
７
同
課

　

市
内
の
素
敵
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
を
紹
介・表
彰
す
る「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
市
公

式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
、ま
た
は
市
内
公
共
施
設
で

配
布
中
の
応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イルミネーションコンテスト
★
コ
ン
テ
ス
ト「
写
真
展
」

★
募
集



二
人
の
縁

笑
・
笑
・
笑

11月21日土～平成28年 ２月14日日
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▼井上ひさし「鴻
こ う

の台
だ い

だより」 （「面白半分」1975年7月号掲載）
　井上の市川在住時代は1969年から1995年に至る「男はつら

いよ」シリーズの公開中にほぼ重なる。井上は自宅から、江戸
川を渡って程近い柴又をよく訪れていた。

◀︎山田洋次「放
ほ う

蕩
と う

かっぽれ節－山田洋次
落語集」（筑摩書房、2002年）

　山田洋次は、幼少期から落語の笑いに
魅せられ、「男はつらいよ」シリーズをはじ
め、数多くの作品に古典落語の噺

はなし

を取
り入れている。また山田自身も新作落語
を作っている。

▶井上ひさし「手
て

鎖
ぐさり

心
し ん

中
じゅう

」限定版
　（成瀬書房、1985年）
　（写真提供：遅筆堂文庫）
　井上ひさしにとって黄表紙は“人生のわかれ道”であっ

た。直木賞受賞作「手鎖心中」は、山東京伝の黄表紙
「江

え

戸
ど

生
うまれ

艶
う わ

気
き の

樺
か ば

焼
や き

」が元になっている。

▶︎映画「キネマの天地」（松竹、1986年）
　プログラム（写真提供：松竹株式会社）

　

二
人
の
人
生
は
不
思
議
な
縁
に
導
か
れ
る
よ
う
に
時
ど
き
交
わ

り
を
見
せ
ま
す
。井
上
ひ
さ
し
は「
男
は
つ
ら
い
よ
」シ
リ
ー
ズ
を
待

ち
焦
が
れ
て
見
る
ほ
ど
の
大
フ
ァ
ン
で
、山
田
洋
次
が
監
督
し
た
映
画

「
キ
ネ
マ
の
天
地
」の
作
品
づ
く
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。本
展
で

は
、二
人
の
縁
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

落
語
や
江
戸
時
代
の
小
説
で
あ
る
黄
表
紙
、浅
草
の
軽
演
劇
な
ど
、

二
人
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た「
笑
い
」を
掘
り
下
げ
ま
す
。ま

た
、二
人
の
作
品
の
名
台
詞
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
、防
災
や
文
化
、観
光
な
ど
の
各
分
野
で
相

互
交
流
を
行
っ
て
い
る
東
京
都
葛
飾
区
と
文
化
振
興

分
野
で
連
携
を
進
め
る
た
め
、同
区
柴
又
を
舞
台
に

し
た
映
画「
男
は
つ
ら
い
よ
」を
生
み
出
し
た
映
画
監

督 

山
田
洋
次
と
市
川
ゆ
か
り
の
作
家 

井
上
ひ
さ
し

の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

二
人
が
大
切
に
し
て
き
た
笑
い
の
原
点
と
意
味
、そ

し
て
戦
争
を
描
い
た
作
品
に
焦
点
を
当
て
、山
田
洋

次
の
最
新
映
画「
母
と
暮
せ
ば
」の
小
道
具
、衣
装
、美

術
資
料
、イ
メ
ー
ジ
画
な
ど
の
製
作
関
係
資
料
や
、井

上
ひ
さ
し
の
創
作
メ
モ
、書
き
込
み
の
あ
る
書
籍
、直

筆
原
稿
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。創
作
過
程
の
資
料
か

ら
あ
ふ
れ
る
二
人
の
思
い
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
０・３
３
３
４
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

笑
い
の
大
切
さ
と
平
和
の
尊
さ
伝
え
る

山田 洋次 （写真提供：松竹株式会社）

1931年大阪府生まれ。代表作に「男はつらいよ」シリーズ、「幸
福の黄色いハンカチ」（77）、「たそがれ清兵衛」（02）、「東京
家族」（13）、「小さいおうち」（14）、他多数。最新作は「母と暮
せば」（15年12月公開）、「家族はつらいよ」（16年３月公開）。  

山
田
洋
次
×
井
上
ひ
さ
し
展

▲井上ひさし愛用の
　万年筆と原稿（個人蔵）



山
田
洋
次

　
最
新
映
画
「
母
と
暮
せ
ば
」

の
多
彩
な
製
作
関
係
資
料

井
上
ひ
さ
し

　
　
争
を
描
い
た

多
様
な
作
品
の
創
作
過
程

戦
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▲井上ひさし 戯曲
　「紙屋町さくらホテル」創作メモ  
　（写真提供：仙台文学館）

▲井上ひさし 戯曲「円生と志ん生」年表（写真提供：仙台文学館）

▲撮影用絵コンテ  
　（写真提供：松竹株式会社）

▲「母と暮せば」イメージ
　（画 藪野 健）  
　（写真提供：松竹株式会社）

◀︎「母と暮せば」（松竹、2015年）
台本  

　（写真提供：松竹株式会社）

▲葛飾区柴又から、井上ひさしゆかりの国府台を望む

　

12
月
12
日（
土
）か
ら
公
開
の

被
爆
地
長
崎
を
描
い
た
映
画「
母

と
暮
せ
ば
」の
製
作
に
関
わ
る
資

料
を
展
示
し
ま
す
。セ
ッ
ト
模
型
、

小
道
具
、衣
装
、美
術
資
料
、イ

メ
ー
ジ
画
な
ど
映
画
づ
く
り
を
支

え
る
資
料
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。

　

井
上
ひ
さ
し
は
、「
父
と
暮
せ
ば
」、「
き
ら
め
く
星
座
」な
ど
戦
争

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
数
多
く
執
筆
し
ま
し
た
。作
品
を
書
く

上
で
参
考
に
し
た
書
き
込
み
の
あ
る
書
籍
や
原
稿
、創
作
メ
モ
な
ど

を
多
数
展
示
し
、作
品
に

込
め
た
思
い
を
ひ
も
と
き

ま
す
。ま
た
、作
品
の
随

所
に
あ
る
山
田
洋
次
と
の

縁
も
紹
介
し
ま
す
。

11月21日（土）～平成28年2月14日（日）
午前10時～午後７時30分（土・日曜日、祝日
は午後6時まで、入室は開館時間の30分前
まで）
休館日 月曜日（11月23日、平成28年1月11
日は開館）、11月24日（火）、27日（金）、12月
28日（月）～平成28年1月4日（月）、1月12日

（火）、29日（金）
文学ミュージアム
一般500円（４００円）、65歳以上400円、

高校生・大学生250円（200円）、中学生以
下無料※（　）内は団体料金。

観覧料相互割引のお知らせ
　本展開催期間中、「文学ミュージアム」と、
葛飾区の「葛飾柴又寅さん記念館・山田洋
次ミュージアム」各館の利用済み観覧券（半
券）を受付で提示すると、文学ミュージアムで
は一般・高校生・大学生の観覧料が、寅さん
記念館・山田洋次ミュージアムでは一般の観
覧料が2割引になります。

①上映会「キネマの天地」（1986年／監督：
山田洋次／配給：松竹株式会社）
井上ひさしも作品づくりに参加、当日は山田
洋次氏が登壇予定。

平成28年1月17日（日）午後1時30分～4時
メディアパーク市川グリーンスタジオ
抽選で220人

②古今亭菊之丞落語会
　―企画展にちなんで―
演目 「妾

め か

馬
う ま

」、「居残り佐平次」
平成28年1月24日（日）午後2時～3時30分
メディアパーク市川グリーンスタジオ
抽選で220人

③学芸員による展示解説（申込不要）
12月5日（土）、平成28年1月10日（日）、2

月6日（土）いずれも午後2時
メディアパーク市川企画展示室

往復はがきまたはFAXに必要事項（6面上
段参照）と、参加人数（１枚２人まで）を書き、
①12月18日（金）②25日（金）必着で郵送ま
たはＦＡＸ320-3356で文学ミュージアム

（〒272-0015鬼高1-1-4メディアパーク市
川2階）
※締切後、定員に余裕がある場合は、電話
で申し込みを受け付けます。
※イベントの参加には、観覧券が必要です

（観覧済み可）。
☎320-3334文学ミュージアム

井上 ひさし （写真提供：佐々木隆二）

1934年山形県生まれ。作家、劇作家。代表作に「ひょっこり
ひょうたん島」（64～69、共作）、「手鎖心中」（72）、「吉里吉里
人」（81）、「化粧」（82）、「父と暮せば」（94）他多数。1967年
から1987年まで市川市に在住。2010年75歳で死去。　　   

山田洋次×井上ひさし展

【関連イベント】

市川市・葛飾区文化交流事業



00

持
参
。

☎
３
８
３・９
２
６
１
義
務
教
育
課

♦
♦
♦

外
で
の
び
の
び
遊
ぼ
う
in
国
分

１
丁
目
青
空
こ
ど
も
広
場

体
操
し
た
り
、か
け
っ
こ
し
た
り
、体

を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

11
月
17
日（
火
）午
前
10
時
15
分

～
10
時
45
分

国
分
１
丁
目
青
空
こ
ど
も
広
場

歩
け
る
子
～
３
歳
未
満
の
子
と

そ
の
親
、10
組

前
日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

親
子
Ｄ
Ｅ
ク
ッ
キ
ン
グ
～
父
子
で

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
～

あ
な
た
だ
け
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

12
月
６
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
１
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
父
と
子

（
小
学
１
〜
３
年
生
）、抽
選
で
８
組

16
人２

，０
０
０
円

往
復
は
が
き
に
父
子
の
必
要
事
項

（
６
面
上
段
参
照
）、子
ど
も
の
学
年

を
書
き
、11
月
27
日（
金
）必
着
で
男

女
共
同
参
画
課（
〒
２
７
２・

０
０
３
４
市
川
１
の
24
の
２
）。

☎
３
２
２・６
７
０
０
同
課

４
カ
月
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

※
予
約
不
要
。市
川
公
民
館
は
ベ
ビ
ー

カ
ー
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば「
親
子
ク
リ
ス
マ

ス
会
＆
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
」

子
ど
も
の
手
形
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

を
作
り
ま
す
。親
子
で一
緒
に
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

12
月
１
日（
火
）午
前
10
時
30

分
～
11
時
45
分
／
あ
じ
さ
い
保
育
園

（
妙
典
５
の
12
の
16
）

２
歳
～
就
園
前
の
親
子
、先
着
20
組

前
日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

塩
浜
学
園（
塩
浜
小
中一貫
校
）

学
校
説
明
会

塩
浜
学
園（
塩
浜
小
中
一
貫
校
）開
校

後
の
学
校
の
様
子
や
、平
成
28
年
度

入
学
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

①
12
月
５
日（
土
）午
前
10
時

～
11
時
／
幸
公
民
館
②
12
月
５
日

（
土
）午
後
２
時
～
３
時
／
南
行
徳

公
民
館
③
12
月
13
日（
日
）午
前
10

時
～
11
時
／
行
徳
公
民
館
④
12
月

13
日（
日
）午
後
２
時
～
３
時
塩
浜
学

園（
前
期
校
舎
）。説
明
の
内
容
は
ど

の
会
場
も
同
じ
。①
と
④
は
上
履
き

理
的
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る

人
権
侵
害
で
す
。「
虐
待
さ
れ
て
る
」

と
思
う
子
ど
も
が
い
た
ら
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。命
に
関
わ
る
と
思
う
場

合
は
、警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
７
１
１・０
６
７
９
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
０・１
０
７
７
市
川
児
童
相
談
所

☎
１
８
９
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
児
童

相
談
所

（
子
育
て
支
援
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

４
カ
月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座

計
測・育
児
や
離
乳
食
の
話
、お
母
さ

ん
同
士
の
交
流
。

　

表
組

　

の
み
歯
科
相
談
あ
り
。

乳
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約

※
市
川
公
民
館
へ
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
で

の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

♦
♦
♦

歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
み
が
き
レ
ッ
ス
ン（
年
齢
別
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

妊
婦
歯
科
健
診

12
月
３
日（
木
）／
保
健
セ
ン

タ
ー
、12
月
17
日（
木
）／
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
後
１
時
20

分・２
時
20
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
は
、身
体
的
、精
神
的
、心

４
～
６
カ
月
児
の
保
護
者

◆
離
乳
食
教
室（
２
回
食
）

①
12
月
９
日（
水
）②
12
月
11
日

（
金
）７・８

カ
月
児
の
保
護
者

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各
30
人
②

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各
24
人

時
間 

午
後
１
時
～
２
時
、午
後
２
時

25
分
～
３
時
25
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

発
達
相
談 

お
座
り
や
ハ
イ
ハ
イ
を
し
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
方
の

個
別
相
談
な
ど
。

12
月
18
日（
金
）／
保
健
セ
ン

タ
ー
、12
月
４
日（
金
）／
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
前
中

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

育
児
相
談

身
長
、体
重
測
定
、授
乳・離
乳
食・

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
。保
健

セ
ン
タ
ー
と
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

平
成
26
年
５
月
生
ま
れ
の
子
に

11
月
20
日（
金
）ご
ろ
個
別
通
知

※
内
科
健
診
は
、契
約
医
療
機
関

で
個
別
に
行
い
ま
す
。２
歳
の
誕
生

日
以
降
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

３
歳
児
健
康
診
査

①
12
月
２
日（
水
）・16
日（
水
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
12
月
９
日

（
水
）・24
日（
木
）／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
午
後

１
時
～
２
時

平
成
24
年
６
月
生
ま
れ
の
子
に

11
月
20
日（
金
）ご
ろ
個
別
通
知

※
４
歳
の
誕
生
日
以
降
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

離
乳
食
教
室

離
乳
食
の
進
め
方
の
話
と
実
演
、試

食
。１
日
２
回
同
じ
内
容
で
実
施
。

◆
離
乳
食
教
室（
１
回
食
）

①
12
月
４
日（
金
）②
12
月
２
日

（
水
）

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

①
12
月
１
日（
火
）・15
日（
火
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
12
月
８
日

（
火
）・22
日（
火
）／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
午
後

１
時
～
２
時

…エコボポイント対象（数字はポイント数）  　　…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数） ●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。00

会 場 日 程 受付時間 申し込み

市川公民館 12月24日（木）
〈相談あり〉
１０:００～
１０:４０

〈測定のみ〉
１１:００～
１１:３０

保健センター
☎３７７-４５１１

保健センター 12月18日（金）

南行徳
保健センター 12月  4日（金） 南行徳

保健センター
☎３５９-８７８５行徳公民館 12月18日（金）

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
入
所
申
請
受
け
付
け

平日＝下校時～午後６時３０分、
学校休業日＝午前８時～午後６
時３０分（保護者の就労形態等
により必要と認められる場合は、
午後７時まで延長可）日曜日、祝
日、年末年始休所。

青少年育成課、 総合市民相
談課、 行徳子育て総合案内、
大柏出張所、市川駅行政サービ
スセンター、市公式Ｗｅｂサイトか
らダウンロード可

申請書の提出は申請内容がよく
わかる方であれば代理人でも可。
郵送不可。減免制度あり。

①市内在住または市立の小学
校・特別支援学校に通学②小
学校または特別支援学校の小
学部に就学③児童の保護者、
同居の親族その他児童と同居
する者について就労、疾病など
で小学校の授業終了後に児童
を保育することができない（就労
の場合、月に１５日以上就労し、
帰宅が午後３時以降になるこ
と）希望者が入所定員を超えた
場合は待機。

保育料月額８,０００円（２人目か
ら４,０００円）、おやつ代月額２,
０００円（別途教材費などを集
金する場合あり）

広報いちかわ　2015年（平成27年）11月7日　No.1531 6支え合い

　放課後保育クラブは、保護者が就労などで昼間家庭にい
ない小学生に家庭に代わる生活の場を提供し、健全な育成
を図ることを目的に開設しています。

☎３８３-９４１９青少年育成課

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

対 象
日程 ・ 受付時間

保健センター 南行徳
保健センター

赤ちゃん（１０～１１カ月児）
はじめての歯ブラシみがき

12月  2日（水）
午前10時

12月  9日（水）
午前10時

12月16日（水）
午前10時

12月24日（木）
午前10時

２歳児（２歳６カ月〜３歳未満児）
歯みがきとぶくぶくうがいの練習

12月10日（木）
午前10時・11時

12月21日（月）
午前10時・11時

３～４歳児
歯みがきチェック

12月10日（木）
午後３時

12月21日（月）
午後３時

会 場 日 程 受付時間
大野公民館 12月10日（木）

１３:１５～
１３:４５

信篤公民館 12月17日（木）
市川公民館 12月24日（木）
保健センター 12月18日（金）
南行徳保健センター 12月  4日（金）
行徳公民館 12月18日（金）
妙典子育て
支援センター 12月11日（金） ９:４0～

１０:００

平成28年４月に８園が開園（下表）し、定員が
４７７人増える予定です。
受付期間 12月１日（火）～平成28年１月８日

（金）午前８時45分～午後５時15分（土曜・日曜
日、年末年始、祝日を除く。12月16日（水）、平成
28年１月６日（水）の受付時間は午後８時まで）
受付窓口 こども入園課、 行徳子育て総合
案内保育園入園受付窓口
保育園の利用調整は先着順ではありません
が、余裕を持ってお申し込みください。
☎︎７１１-１７８５こども入園課

事情により開園が遅れる場合もあります
※１（仮称）若葉インターナショナル幼保園行徳園の説明会情報

１２月１８日（金）午後７時 行徳文化ホールＩ＆Ｉ ☎３９７-４６４６妙典園（石田）
※２（仮称）すみれキッズアカデミーの説明会情報

１２月１８日（金）午前１０時３０分 行徳文化ホールＩ＆Ｉ ☎３５９-４９７２
上記以外の説明会は、開催の有無も併せて市公式Webサイト及び窓口でお知らせします。

４
月
入
園
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

平
成
28
年
度１１月２７日（金）～12月15日（火）申請書受付日時・場所

開所時間

申請書配布場所

注意事項

保育園名 住　　所 総　定　員 問い合せ先
（仮称）そらまめ保育園 
市川大野 奉免町１１６-２ 生後５７日以上の

子ども、６０人
☎４１１-４５２８
株式会社ブルーム事務局

（仮称）キャリー保育園
本八幡

東菅野１-１８-８
セブンビル２階

生後５７日以上の
子ども、４５人

☎０３-６４３２-９８７５
相馬

（仮称）ししの子保育園
市川

菅野４-１
（以下未定）

生後６カ月以上の
子ども、１０８人

☎０４３-３０５-４３６７
家永

（仮称）メリー★ポピンズ
市川ルーム 平田１-１４-２３ 生後５７日以上の

子ども、６０人
☎０３-３４０５-５４３４
開園準備室

（仮称）聖和保育園 新田５-４-２
レ・ソール市川１階２階

生後３カ月以上の
子ども、４４人

☎０７０-１５４３-５７６２
中西

（仮称）若葉インターナショ
ナル幼保園行徳園※１ 行徳駅前１-３-８ 生後５７日以上の

子ども、６０人
☎０３-５２４３-６２３２
大森

（仮称）すみれキッズ
アカデミー※２ 宝１-１０-２１ 生後５７日以上の

子ども、６４人
☎３５９-４９７２
すみれキッズアカデミー

（仮称）ゆう保育園 妙典２-４-１２ 生後６カ月以上の
子ども、３６人

☎７０５-３１５７
細谷

入所要件

保育料

受付場所/日時 １１/２７（金） １１/２８（土） １１/２９（日）
勤労福祉センター 午前１０時〜

午後８時 午前１０時〜
午後８時

午前１０時〜
午後５時行徳公民館

大野公民館 午後５時〜８時
青少年育成課では１１月３０日（月）～１２月１５日（火）受け付け（土曜・日曜
日、祝日を除く。水曜日のみ午後８時まで）。

平
成
28
年

保
育
園



講
久
末
伸
一
氏（
順
天
堂
大
学
医
学

部
附
属
順
天
堂
医
院
泌
尿
器
科
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
健
康
支
援
課

地
域
担
当

♦
♦
♦

市
川
市
自
治
会
連
合
協
議
会

創
立
50
周
年
記
念
大
講
演
会

テ
ー
マ 

「
高
齢
者
の
健
康
維
持
と
病

気
の
予
防
―
Ｐａｒ
ｔ
４
」～
目
の
病

気 

白
内
障・緑
内
障・糖
尿
病
網
膜

症
に
つい
て
～

講
演
会 

講
柴
玉
珠
氏（
国
立
国
際

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国
府
台
病
院
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

日
本
舞
踊
と

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
饗
宴

11
月
19
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

文
化
会
館

先
着
４
４
０
人

☎
３
３
４・１
１
２
８
地
域
振
興
課

♦
♦
♦

市
川
市
薬
剤
師
会
健
康
フ
ェ
ア

体
成
分
分
析・筋
肉
量・骨
や
口
な

ど
の
健
康
チ
ェッ
ク
、薬
相
談
を
行
い

ま
す
。

11
月
15
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
３
時

市
川
市
薬
剤
師
会（
南
八
幡
３
の

１
の
１
）

先
着
60
人（
要
予
約
）

☎︎
７
０
０・３
７
０
０
同
会

（
保
健
医
療
課
）

 

求
人

♦
♦
♦

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員（
保
健
師
）

資
格・人
数 

保
健
師
資
格
を
有
し
て

い
る
方
若
し
く
は
採
用
予
定
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
方
、５
人
程
度

採
用
予
定
日 

平
成
28
年
１
月
１
日

（
祝
）か
ら
順
次

雇
用
期
間 

１
年
を
超
え
て
３
年
未

満受
験
案
内
配
布 

11
月
30
日（
月
）

ま
で（
土
曜・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

人
事
課
、市
川
駅
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー（
土
曜
日
可
）、保
健
セ
ン

タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
※
郵

送
で
の
受
験
案
内
配
布
可
。詳
し
く

は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
き
、

11
月
30
日（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）に

郵
送
で
人
事
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１

※
住
所
不
要
）

☎
３
３
４・１
１
０
２
人
事
課

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

生
活
習
慣
改
善
講
座

～
血
管
若
返
り
編
～

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
に
つ
い
て
の

講
義
、塩
分
測
定
の
他
、試
食
を
行

い
ま
す
。

12
月
１
日（
火
）午
後
０
時
50
分

（
受
け
付
け
は
10
分
前
）～
午
後
３
時

30
分
、12
月
７
日（
月
）（
時
間
は
１
日

の
講
座
で
お
知
ら
せ
）

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤
の
方
、先
着
で

40
人２

日
目
の
み
試
食
代
１
０
０
円
程
度

☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳
保
健

セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

前
立
腺
が
ん
予
防
講
座

～
予
防・診
断・治
療
の

最
前
線
～

男
性
の
が
ん
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

前
立
腺
が
ん
に
つい
て
の
講
座
で
す
。

12
月
５
日（
土
）午
後
１
時
25
分

（
受
け
付
け
は
10
分
前
）～
３
時

保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤
の
方
、先
着
80
人

（
女
性
も
参
加
可
）

療
被
保
険
者
、及
び
住
民
税
非
課

税
世
帯
者
は
無
料
）

胃
が
ん
検
診
受
診
券

受
付
時
間 

男
性
＝
午
前
９
時
15
分

～
９
時
45
分
、女
性
＝
午
前
10
時
～

11
時（
◆
の
つ
い
た
日
は
女
性
の
み
で

開
催
＝
午
前
９
時
15
分
～
10
時
30

分
。■
の
つ
い
た
日
は
、男
性
＝
午
前

９
時
15
分
～
９
時
45
分
、女
性
＝
午

前
９
時
15
分
～
10
時
30
分
）

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上

段
参
照
）、生
年
月
日
、希
望
日
程

を
書
き
疾
病
予
防
課
健
康
担
当

（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18

の
８
）へ
郵
送
ま
た
は
☎
３
７
７・ 

４
５
１
３
同
課
※
昨
年
度
に
市
の
胃

が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
に
は
受

診
券
を
発
送
す
る
の
で
申
し
込
み

不
要
。　　
　
　

   （
疾
病
予
防
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

歯
の
イ
キ
イ
キ
相
談

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相
談
。

12
月
４
日（
金
）南
行
徳
保
健

セ
ン
タ
ー
、12
月
18
日（
金
）保
健
セ
ン

タ
ー
、い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

40
歳
以
上

一
部
自
己
負
担
金
６
０
０
円（
70
歳

以
上
の
方
、千
葉
県
後
期
高
齢
者
医

　

表
組
入
り
ま
す

健
康
・
福
祉

 
お
知
ら
せ

♦
♦
♦

献
血
に
行
こ
う

献
血
を
行
っ
た
際
に
配
付
さ
れ
る
エ

コ
ボ
ポ
イ
ン
ト
が
、11
月
か
ら
、①
初

め
て
献
血
を
す
る
方
②
前
回
の
献

血
か
ら
１
年
以
上
経
っ
て
い
る
方
を

対
象
に
２
倍（
40
ポ
イ
ン
ト
）に
な
り

ま
す
。

◆
11
月
の
献
血

11
月
10
日（
火
）午
前
10
時
～
11

時
45
分
、午
後
１
時
～
４
時

市
役
所

☎
０
４
７・４
５
７・０
７
１
１
千
葉

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

胃
が
ん
集
団
検
診（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

12・１・２・３
月
生
ま
れ
で
40
歳
以

上
の
方（
市
川
市
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
対
象
者［
平
成
28
年
３
月
31
日

（
木
）時
点
で
40・45・50・55・60・65・70・

75
歳
の
方
］を
除
く
）、勤
務
先
な
ど

で
受
診
可
能
な
方
、胃
腸
の
病
気
で

治
療
中
、ま
た
は
自
覚
症
状
の
あ
る

方
、妊
娠
中
の
方
は
受
診
不
可
。

20

10 10

月

日

会
場

12月
3
日（
木
）
■
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

11
日（
金
）　

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

15
日（
火
）　

行
徳
公
民
館

17
日（
木
）
■
急
病
診
療
所

18
日（
金
）　

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

21
日（
月
）
■
保
健
セ
ン
タ
ー

24
日（
木
）
■
保
健
セ
ン
タ
ー

１月
8
日（
金
）
■
保
健
セ
ン
タ
ー

12
日（
火
）　

行
徳
公
民
館

14
日（
木
）
■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

20
日（
水
）
◆
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

（
女
性
の
み
）

28
日（
木
）
■
保
健
セ
ン
タ
ー

２月
8
日（
月
）
◆
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

（
女
性
の
み
）

12
日（
金
）　

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

15
日（
月
）　

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

３月
2
日（
水
）
■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

4
日（
金
）
◆
行
徳
公
民
館

（
女
性
の
み
）

5
日（
土
）
■
保
健
セ
ン
タ
ー

7
日（
月
）　

行
徳
公
民
館

11
日（
金
）
■
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

12
日（
土
）　

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

15
日（
火
）　

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

16
日（
水)

■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

17
日（
木
）
■
保
健
セ
ン
タ
ー

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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回
の
歴
史
と
文
化
の
散
歩

道
は
、木
下
街
道
沿
い
に

あ
る
東
山
魁
夷
記
念
館
で
12
月

13
日（
日
）ま
で
開
催
の
特
別
展
を

紹
介
し
ま
す
。東
山
魁
夷
記
念
館

で
は
、「
人
間・東
山
魁
夷
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、日
本
画
作
品
の
ほ
か
、

愛
用
品
や
直
筆
の
書
状
な
ど
貴
重

な
資
料
を
展
示
し
、東
山
魁
夷
の

人
と
な
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、開
館
10
周
年
記
念
特
別

展「
東
山
魁
夷
と
昭
和
日
本
画
の

礎 

結ゆ
う

城き

素そ

明め
い・中な
か

村む
ら

岳が
く

陵り
ょ
う・山や
ま

口ぐ
ち

蓬ほ
う

春し
ゅ
ん」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

東
山
魁
夷
は
、大
正
15
年
4

月
、東
京
美
術
学
校[

現・東
京
藝

術
大
学
］日
本
画
科
に
入
学
。昭

和
8
年
の
研
究
科
修
了
ま
で
、こ

こ
で
7
年
の
歳
月
を
か
け
て
、日

本
画
修
練
は
も
と
よ
り
、数
々
の

尊
い
出
逢
い
を
通
し
て
、日
本
画

家
と
し
て
の
崇
高
な
精
神
を
養
い

ま
し
た
。な
か
で
も
、東
山
魁
夷
に

と
っ
て
は
、東
京
美
術
学
校
の
恩

師
で
生
涯
の
師
と
な
る
結
城
素

明
、そ
し
て
東
京
美
術
学
校
の
先

輩
に
あ
た
る
中
村
岳
陵
と
山
口

蓬
春
と
は
、公
私
に
わ
たって
深
い

親
交
を
保
ち
、画
業
展
開
の
う
え

で
も
、か
れ
ら
か
ら
多
く
の
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　
１
階
の
資
料
展
示
で
は
、結
城

素
明
、中
村
岳
陵
、山
口
蓬
春
の

三
人
の
画
家
と
東
山
魁
夷
の
親

交
を
物
語
る
書
簡
資
料
や
写
真

資
料
に
加
え
、各
人
の
素
描
作
品

を
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。な
か
で

も
初
公
開
と
な
る「
結
城
素
明
絵

手
本
」は
、東
京
美
術
学
校
の
素

明
の
研
究
室
に
残
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
り
、後
に
、東
山
魁
夷
の
岳

父
に
あ
た
る
川
﨑
小
虎
に
託
さ

れ
、そ
の
長
男
で
日
本
画
家
の
川

﨑
鈴
彦
氏
に
継
が
れ
た
こ
と
で
、

今
日
ま
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
し
た
。こ
こ
に
は
、素
明
の
丁
寧

な
手
解
き
の
術
が
確
認
さ
れ
、当

時
の
日
本
画
教
育
を
今
に
伝
え

る
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　
２
階
の
作
品
展
示
で
は
、革
新

の
精
神
を
も
って
新
し
い
日
本
画

の
伝
統
を
築
き
、近
代
日
本
画
の

う
え
に
偉
大
な
業
績
を
遺
し
た

結
城
素
明
、中
村
岳
陵
、山
口
蓬

春
の
作
品
を
、東
山
魁
夷
の
珠
玉

の
作
品
と
と
も
に
御
覧
い
た
だ
け

ま
す
。結
城
素
明《
兵
車
行
》、中

村
岳
陵《
仏
誕
》、山
口
蓬
春

《
薄
暮
》、そ
し
て
東
山
魁
夷
の

《
南
天
》な
ど
、東
京
美
術
学
校

時
代
の
初
期
作
品
か
ら
、結
城
素

明
《
炭
窯
》
、中
村
岳
陵
《
窓

辺
》、山
口
蓬
春《
濤
》な
ど
、後

年
の
代
表
作
ま
で一堂
に
集
め
、各

人
の
画
業
の
変
遷
と
多
彩
な
芸

術
世
界
を
お
愉
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。東
山
魁
夷
記
念
館
で
日
本
画

の
魅
力
に
触
れ
て
、芸
術
の
秋
を

堪
能
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展
開
催
の

東
山
魁
夷
記
念
館▲開館10周年を迎える東山魁夷記念館

今

㉝

国府台市民体育館
往復はがき（１人１枚）に必要事項と参加希望教室（教室コードと教室名）を第

３希望まで書き、１１月１４日（土）必着でＩＳＧ国府台（〒２７２-０８２７国府台１-６-
４）、体育館事務所窓口及びＩＳＧ国府台クラブハウスにある申請書からも応募
可※教室に余裕がある場合は１１月２０日（金）午前９時から☎３７１-７８００同施
設で先着順に受け付け。　　　　　　　　　　　　　　　　  （スポーツ課）

市川スポーツガーデン（ＩＳＧ国府台）で、健康教室を開催します。体を動かしてみませんか。

教室
コード 教室名 定員 開催期日 時間 参加費など

火１ 親子プレスクール １歳児クラス 35組 火曜日
全１２回

午前11時〜
11時50分 ６,０００円

（１２回）火２ 親子プレスクール ２歳児クラス 25組 正午〜午後12時50分

水１ 始めよう エアロビクス ６０人

毎週水曜日
全１６回

午前９時30分〜 
10時20分

５,６００円
（１６回）

水２ 楽しもう エアロビクス ６０人 午前10時30分〜
11時20分

５,６００円
（１６回）

水３ハタヨガで 元気長生き
（７５分） ６０人 午前11時30分〜

午後０時45分
８,０００円

（７５分１６回）
水４フィジカルストレッチ ５０人 午前11時〜11時50分 ５,６００円（１６回）
水５ 心も体もすっきり リズム体操 ５０人 正午〜午後０時50分 ５,６００円（１６回）

木１さわやか シルバー体操 ５０人 毎週木曜日
全１５回

午前９時〜
９時50分

５,２００円
（１５回）

木２はつらつ シルバー体操 ５０人 午前10時〜
10時50分

５,２００円
（１５回）

木３ 笑顔で筋活 １日３分 ３０人 第1・3木曜日 午後１時〜１時50分 ４,０００円（８回）

木４ポールウォークで 
マイナス10歳 ３０人 毎週木曜日

全１３回 午後２時〜３時15分
 ６,５００円

（７５分１３回）
 （ポールレンタル代１回￥１００）

土１ 楽しく筋トレ バランスUP ５０人 毎週土曜日
全１５回

午前９時15分〜
10時５分 

５,２００円
（1５回）

土２ 有酸素運動でリフレッシュ ６０人 毎週土曜日
全１４回

午前10時15分〜
11時５分

４,９００円
（１４回）

土３チェアロビクスで骨盤運動
（７５分） ５０人 午前11時15分〜

午後０時30分
７,０００円

（７５分１４回）

土４ 入門 ハタヨガ
（７５分） ５０人 隔週土曜日

全８回
午前９時30分〜

10時45分
４,０００円

（７５分８回）

12月～平成28年３月 

ＩＳＧ国府台
冬の健康教室



野生生物には、人が手を触れないことが原則です。生き物たちのためにも、
餌やりをしないようお願いします。遠くから、そっと見守ってあげましょう。
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●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

特集 2

▲欄干に並ぶユリカモメ
　かわいい鳥ですが
　大量に集まると問題に

チョウゲンボウ▶︎
小型のハヤブサ類

近年では市街地でも見かけます

◀︎▲
江戸川放水路のスズガモ
冬季の市川はカモたちの
楽園です

　カモなどの冬鳥が訪れる季節が近づいてきました。身近な池や川でも
かれんな野鳥の姿を楽しむことができるようになるでしょう。ここ市川で野鳥
などの野生の生物と出会えることは素敵なことです。

　しかし、野生の生物に人が餌を与えると、どうなるでしょう。特定の生物が
増え過ぎて生態系が崩れたり、市街地に現れて問題を起こす心配があり
ます。また、自分で餌を取れなくなったり、人慣れして繁殖地で狩猟者に獲
られてしまうなど、餌を与えられた生物が、かえって不幸になってしまうことも
あります。

　例えば、写真のユリカモメ。「都鳥」とも呼ばれていて、東
京都の鳥になっています。多くのカモメの仲間と同様に、ユー
ラシア大陸などで繁殖して、日本には冬場にやってきます。カ
モメの中では小型で、とてもかわいい鳥ですが、人が餌を与え
ると一カ所に大量に集まり、他の野鳥を追い払ってしまうこと
や、路上にふんが散乱することなどが問題となります。

　市川市は、大都市圏にありながら、大町公園や行徳近郊緑地など身近な自然にも恵まれています。これから
紅葉のシーズンを迎え、身近な自然を訪れる機会も増えることでしょう。自然と親しむのは楽しいものですが、
守らなければならないこともあります。身近な自然を楽しむ上で大切な２つのことをみなさんにお願いします。

☎７１２-６３０７自然環境課

お願い

～野生生物・外来種との付き合い方とは～

かけがえのない市川の自然を
将来につなげよう

野生生物には餌を与えず そっと見守って



●外来種を野外に捨てたり、逃がしたりしないでください。
●他の場所から市川市に外来種を持ち込まないでください。
●外来種に限らず、一度飼いはじめた生物は最後まで飼育してください。
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　外来種といっても生き物自体に罪があるわけではありま
せん。持ち込んだ人間に責任があります。しかし、自然豊か
な地域に外来種が侵入すると、在来種が駆逐され、生態系
が壊される恐れがあります。また、アライグマやキョンなど、農
産物を食い荒らしたり、ふん尿などで市民生活へ害を及ぼ
す心配のある外来種もいます。
　市川市のような都市部では、以前から多くの外来種が定
着していますが、特にアライグマのような影響の大きい外来
種を新たに侵入・定着させないようにすることが大切です。

特集 2

▲アメリカザリガニ
　捕まえた場所以外に逃がさないで

▲ブルーギル
　生きたままの移動や飼育は
　法律で制限されています

▲カダヤシ
　メダカによく似ていますが
　蚊の駆除のために持ち込まれた外来種です

▲キショウブ
　明治時代に観賞用として持ち込まれ全国に拡散しています

▲アライグマ
　尾の縞模様が特徴
　見つけたら自然環境課へご連絡を

　市では、自然との触れ合い方を紹介するため、自然環境講座を開催しています。今回は、
「秋の紅葉と生きもの観察」をテーマに実施します。

１１月２８日（土）午前10時〜正午
大町自然観察園
先着30人
☎７１２-６３０７自然環境課

　また、身近な自然の情報を提供して
いただく「いきもの調査員（生物多様
性モニタリング調査員）」を募集してい
ます。興味のある方は自然環境課へ
ご連絡ください。

　自然観察の魅力は、いろいろな生物に出会えること。
外来種の持ち込みや、餌やりによって限られた生物しか
見られなくなったら、魅力は半減してしまいます。みなさ
んの力で、身近な自然を将来へつなげていきましょう。

　身近な池や水路にいるザリガニ。多くの方が、子どもの頃にザリガニ釣
りを楽しまれたことでしょう。しかし、ザリガニ（アメリカザリガニ）はもともと日
本にはいなかった外来種なのです。
　アメリカザリガニに限らず、私たちの身近なところに多くの外来種がいま
す。外来種は、外来生物ともいわれ、明治時代以降に海外から人為的に

日本に持ち込まれた動植物のことといわれていました。現在では、国内の
生物でも、本来の生息地以外の場所に持ち込まれた場合は、外来種の
一つになると考えられています。
　また、アライグマやブルーギルなど、法律により、輸入、譲渡、移動、飼うこ
となどが制限されている外来種もいますので、ご注意ください。

お願い

自然環境講座を開催 身近な自然を正しく上手に
楽しみましょう

外来種を「入れない」「捨てない」「拡げない」

自然環境政策専門員 鈴木弘行
▲自然環境講座で自然との触れ合い方を学びましょう
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 講座・催し
♦♦♦
ボランティアガイド市川案内人の会に
よるウォーキング「紅葉を訪ねて」
申し込み不要。当日は直接集合場所へ。
コース＝ＪＲ市川大野駅改札口周辺（集合・
出発）→天満天神宮→礼林寺→駒形大神
社→もみじ山→観賞植物園（昼食）→市川
霊園→市民キャンプ場→姥山貝塚→ＪＲ船
橋法典駅（解散）

１１月２７日（金）午前１０時（出発）～午後３
時※小雨決行

昼食、飲み物
☎３３４-５７１０同会

（観光交流推進課）
♦♦♦
まち歩きツアー ～市川の文学と蔵書
の裏側をのぞいてみよう～
コース＝ＪＲ本八幡駅（集合）→文学ミュージ
アム→中央図書館（書庫見学）→水木洋
子邸→昼食（大黒屋のカツ丼）→葛飾八幡
宮→やぶ知らず→ＪＲ本八幡駅（解散）

１２月１１日（金）午前９時２０分～午後２時
３０分

小学生以上の方、抽選で２０人（小学生
は要保護者同伴）

１,０００円（昼食代、資料代、保険代を含む）
往復はがき（１枚２人まで）に参加者全員の

必要事項（６面上段参照）を書き、１１月２０日
（金）必着で観光協会事務局（〒２７２-００２１八
幡３-３-２-４０８グランドターミナルタワー本八
幡）。１１月２７日（金）ごろに返信します。

☎７１１-１１４２観光交流推進課
♦♦♦
中央図書館リサイクルブック市
図書館で不要になった本を無料で差し上げ
ます（持ち帰り用袋持参で１人５冊まで）。

１１月１４日（土）午前１０時～午後３時　
※当日午前９時３０分からメディアパーク市
川１階で整理券を配布。時間ごとの入場入
替制です（全５回、各回に人数制限あり）。

メディアパーク市川グリーンスタジオ
車での来場はお控えください。古本業者また
は転売目的の方は入場不可。

☎３２０-３３４６中央図書館
♦♦♦
文化の広場サークル展

「市川市手工芸連盟 作品展とチャリティー」
１１月９日（月）～１５日（日）午前１０時～午

後４時（９日は午後１時から、１５日は午後３時
まで）

八幡市民談話室
☎３００-８０２０文化振興課

♦♦♦
ベルホールシネマ

１１月２１日（土）①午前１１時「アニメ文
学館・放浪記」（アニメ・カラー・２５分） ②午後
２時「鉄仮面」（１９２９年 米・モノクロ・無声・
字幕・９５分）、いずれも開場は３０分前

メディアパーク市川ベルホール
各回先着４６人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）		
♦♦♦
生物モニタリング調査野外研修会

「初冬の大柏川第一調節池緑地」
冬期のモニタリング調査対象の生物（主に
モズやカワセミなどの野鳥）を、歩きながら観
察します。

１２月６日（日）午前１０時～正午※荒天中止
大柏川ビジターセンター（集合）
先着２０人（モニタリング調査員以外の方

も応募可）
☎７１２-６３０７自然環境課

♦♦♦
水木洋子邸一般公開「水木洋子と戦争」

１１月１４日（土）・１５日（日）、２８日（土）・２９日
（日）、いずれも午前１０時～午後４時
◆ミニイベント「作家生活を彩った着物」

１１月１４日（土）午後２時～３時
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）		
♦♦♦
本行徳公民館主催講座

「自分だけのクリスマスリースを作ろう」
まつぼっくりなどの自然素材を使ってクリスマ
スリースを作ります。

１１月２８日（土）午後１時３０分～３時３０
分

本行徳公民館
市内在住・在勤・在学の方、先着１２人
５００円
☎３５９-１３５１同館

♦♦♦
季節を感じる散策会「秋の雑木林」
堀之内貝塚公園をゆっくりと散策しながら、
黄葉や紅葉の始まった風景を楽しみます。

１１月１５日（日）午前１０時（歴史博物館駐
車場集合）～１１時３０分※荒天中止

☎３３９-０４７７自然博物館
♦♦♦
企画展「最先端ネットワークのかたち」
情報通信とエネルギーのネットワークについ
て、最先端の技術などを紹介します。

１２月６日（日）まで午前９時～午後４時３０
分（入館は午後４時まで）※月曜日休館

県立現代産業科学館（鬼高１-１-３）

大人５００円、高校生・大学生２５０円、中
学生以下と６５歳以上は無料

☎３７９-２００５同館　　　　　 （企画課）
♦♦♦
スマートフォンでマイアルバムを作ろう
お持ちのスマートフォンを使って、スライド
ショー風のフォトアルバムを作ります。

１１月１２日（木）～１４日（土）午後１時３０分
～５時

メディアパーク市川文学ミュージアム
市内在住・在勤・在学の中学生以上、各

日先着８人（１人につきいずれか１日のみ）
１,０００円（資料代）
11月７日（土）午前９時から☎３２０-３３３４

同ミュージアム（月曜日休館）
♦♦♦
博物館友の会勉強会

「市川の耕地整理の成果について」
市川の耕地整理における、民俗文化につ
いて考察します。

１１月２２ 日（日）午後２時～４時
歴史博物館
抽選で５０人
３００円（資料代）
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１１月１４日（土）まで（消印有効）に同館
（〒２７２-０８３７堀之内２-２７-１）

☎０９０-９２３１-４３８３博物館友の会
（同館）

♦♦♦
歴史博物館学芸員講座

「中山法華経寺周辺を歩く」
午前中に歴史や民俗に関する講座を行
い、午後に現地を見学します。

１１月１５日（日）午前１０時３０分～午後４時
歴史博物館
法華経寺参道の成り立ち、古写真にみ

る中山地域など
先着で３０人
☎３７３-６３５１同館

♦♦♦
ちょっと江戸川へ
江戸川の歴史について展示する施設を訪
問し、近くの河川敷で自然観察を行います。

11月25日（水）午前9時～午後4時
県立関宿城博物館（野田市関宿三軒家

143-4）
先着15人
1,000円（昼食費）
☎７１２-６３０7自然環境課

♦♦♦
女性のための情報＆
アートスペース「ベルヴィ」
アートワーク体験や自分の自由な時間を過

ごせる場所を提供します。
11月17日（火）午後１時～３時※時間内

の出入り自由
男女共同参画センター
女性
☎３２２-６７００男女共同参画課
♦♦♦
ぬいぐるみたんけんおとまり会
ぬいぐるみと一緒におはなしを聞いた後、
ぬいぐるみたちが図書館に泊まり、探検を
します。

12月５日（土）午後２時〜３時
おはなし会後にぬいぐるみを預かります。

12月12日（土）午前10時～正午にぬいぐる
みを迎えに来てください。

こどもとしょかん
市内在住・在園・在学の３歳～小学生、

先着30人
11月11日（水）10時からこどもとしょかんカ

ウンターに直接申し込みまたは電話
☎320-3346中央図書館

♦♦♦
ワンパクスキースクール

（第59回青少年スキー教室）
12月25日（金）午前７時50分市役所前

集合～28日（月）
シャトレーゼスキー場、清里ユースホステ

ル宿泊（山梨県北杜市高根町清里３５４５）
小学3年生～中学3年生、先着で45人
３９，５００円（交通費・宿泊費・食事代・講習

料・保険料含む。スキー用具、ウエアなどの
レンタル代は別途。）

☎３２６-９１１２市川市ユースホステル協会
（スポーツ課）

♦♦♦
須和田の丘支援学校 学校祭

「須和田の丘フェスティバル」
学習発表会・作品展示・高等部作業製品
頒布など。

11月14日（土）午前９時15分～午後２時
同校稲越校舎
☎３７３-９０００同校

（指導課）
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９
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４
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大
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▲子どもたちに本と図書館を好きになって
　もらえるよう今年も開催します

▲ZOOワンポイントガイドは「かわいい困り者」
ハクビシンをクローズアップ

▲ポニーとの記念撮影会「みんなでパチ
リ」ではスタッフがシャッターを押します

11
／

15
日
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●ガールスカウト第52団バザー/11月8日（日）
午前10時～午後3時/じゅん菜池緑地/ガールスカ
ウト千葉県第52団/☎375-3825内貴（夜間）
●米屋陽一民話伝承コレクション展/11月10日

（火）～15日（日）午前10時～午後7時（10日は午
後1時から、15日は午後6時まで）/八幡市民談話室
/米屋陽一民話・伝承研究室/☎338-8319米屋

市川フォトフェスティバル/11月13日（金）～
15日（日）午前10時～午後7時/文化会館/市川写
真家協会/☎070-5075-7774同協会事務局
●時田豊パステル画展/11月14日（土）～23日

（祝）午前9時30分～午後4時30分（16日（月）休
館）/芳澤ガーデンギャラリー/☎090-1106-7015
時田
●市川男声合唱団･大地讃頌を歌う/11月14日

（土）午後2時～4時/文化会館/入場料1,000円
/市川男声合唱団/☎090-9319-3042渡辺
●大人のための朗読会/11月15日（日）午後1時
30分～3時30分/メディアパーク市川ベルホール
/500円/朗読ぐるうぷ藍/☎090-5409-5997小関
●江戸川区退職教職員展/11月17日（火）～20日

（金）午前10時～午後5時（17日は午後1時から）
/八幡市民談話室/江戸川区退職教職員の会/☎
338-5658半野田
●家事家計講習会/11月17日（火）･20日（金）午
前10時～11時45分/大野公民館他/資料代400
円、1歳以上の託児300円（要予約）/市川友の会
市川方面/☎317-2476山下
●読書会 「恋

レン

歌
カ

」著者朝井まかて/11月19日
（木）午前10時30分～午後0時30分/メディア
パーク市川地下集会室/読書会（女性）/☎379-
8007久保（夜間）

家族SST講座心病む人への理解/11月19日
（木）午後1時30分～4時30分/市川健康福祉セ
ンター/500円/心の健康を守る会家族会松の木
会/☎704-1564市川健康福祉センター（昼間）
●秋の盆栽展/11月21日（土）～23日（祝）午前9
時～午後4時30分/観賞植物園/市川市皐月盆栽
会/☎090-2620-3999板垣

●真間女声40周年記念演奏会/11月21日（土）
午後2時開演/文化会館/全席自由1,000円/真間
女声コーラス/☎371-5614海宝（昼間）
●ハーモニカ伴奏想い出の歌を唄う/11月21日

（土）午後2時～3時/アイ･リンクタウン展望施設/
フェリーチェ/☎090-9156-8091大嶋
●ソシアルダンスパーティー/11月23日（祝）
午後1時～4時/信篤市民体育館/1,200円（前
売1,000円）/市川ソシアルダンス連盟/☎090-
9345-5202小野
●勤労感謝の日ダンスパーティ/11月23日（祝）
午後4時～7時/南行徳市民談話室/1,000円/ピ
ポット/☎090-2155-6206大島
●みずいろの会作品展（絵画）/11月24日（火）
～29日（日）午前10時～午後5時（24日は午後1時
から）/八幡市民談話室/みずいろの会（絵画）/☎
370-2823須田

千葉伝統料理祭りずし調理体験会/11月28
日（土）正午～午後2時/市川駅南公民館/材料費
1,000円/NPO法人まちのすみかの会市川支部/
☎090-9292-2324青木
●戦争しない未来を子どもたちに/11月29日

（日）午前10時～午後1時/男女共同参画セン
ター/国連NGO新日本婦人の会/☎323-3788馬
場（昼間）
●読み聞かせボランティア講座/12月2日（水）午
前9時30分～午後0時30分/アイリンクホール他/
全2回500円/高齢者と子育て世代を絵本で繋ぐ
会/☎070-5651-6574原
●着付無料講習会/12月4日（金）午前10時～正
午/信篤公民館/原木着付サークル/☎335-6078
松丸
●Ｘマス ダンスパーティ/12月6日（日）午後1時
～4時40分/南行徳市民談話室/500円/ジルコン
/☎396-5229向井
●鬼高マジック創立7周年記念公演/12月6日

（日）午後1時30分～3時30分/文化会館/鬼高
マジックサークル/☎321-3404保坂

語学・教育
●英会話（大人）先生はアメリカ人/毎週土曜日
午後2時30分～4時/西部公民館/月3,500円/フ
レンドリー英会話/☎090-4458-0061スエガラ（夜
間）
●通じる中国語会話の練習、初中級/月４回土
曜日午後1時～4時/男女共同参画センター/入会
金1,000円、月4,000円/中国会話の会/☎090-
9235-9869古澤
●英会話（初級～中級）/第2･4木曜日午後7時
～9時/南行徳市民談話室/月2,500円/大人のた
めのゆっくり英会話/☎357-2726髙橋
●文章を書きたい方どなたでも/第1金曜日午
後2時～5時/行徳公民館/月1,000円/文章サーク
ルゆうゆう会/☎357-2726髙橋
●ハングル語入門講座/第２・4土曜日午前10時
～11時30分/勤労福祉センター分館/1回1,600

円/双葉の会ハングル講座/☎080-5180-8829
麻生（夜間）
●英会話（初級・中級）/月2回火曜日午前10時～
正午/南行徳市民談話室/月3,000円/エンジョイ
英会話/☎399-3430清水（昼間）

スポーツ・健康
●剣道（5歳以上大人含む）/毎週日曜日他午
前9時～11時他/曽谷小学校/入会金1,000円、
月1,500円/曽谷青少年剣友会/☎090-2450-
5513岡田（昼間）
●日帰りトレッキング/第3土曜日/本行徳公民
館/入会金1,000円、年会費3,000円/徳山会/☎
399-3301竹原（夜間）
●硬式テニス/月約20回不定期午前9時から2〜
3時間/市のテニスコート/年会費1万円（保険料含
む、10月以降の入会は会費半額）/市川シグニット
テニスクラブ/☎337-2417司馬（昼間）
●バウンドテニス/毎週水曜日午後6時～9時/
大和田小学校/入会金1,000円、月500円/市川
大和田BTC/☎326-4493三樹（夜間）
●健康体操･ストレッチ/第1･3木曜日/午後１時
〜３時/男女共同参画センター/月1,500円/市川ス
トレッチクラブ/☎372-3914小池
●バウンドテニス/毎週日曜日午前9時～正午/
真間小学校/ビジター1回２００円、体験1回無料/バ
ウンドテニス市川倶楽部/☎090-4009-4296加
茂
●健康気功太極拳（初心者大歓迎）/月４回月曜
日または木曜日午前11時～午後0時30分/塩浜
市民体育館/月1,500円/塩浜太極拳同好会/☎
397-7566吉村
●ピラティスとストレッチ/月４回木曜日午後1時
30分～2時30分/大野地域ふれあい館/月2,500
円/フレンズ/☎337-6176島田
●卓球同好会中高生一般歓迎男女/第2･4土曜
日午前9時～正午/南行徳公民館/月600円/南行
徳卓友会/☎080-4176-3323坂本（昼間）

舞踊・ダンス
●親子で始めるフラダンス/第1･3土曜日午
後1時～3時/菅野公民館/月2,200円/KWUM 
HULA Jr./☎090-6830-2107小川（昼間）
●フラメンコ/月4回木曜日午後7時～9時（昼ク
ラス有）/南行徳公民館/月5,000円/フラメンコクラ
ス/☎080-3471-8685鈴木
●リズムダンス/月４回金曜日午前10時30分～
11時30分/文化会館/月2,000円/リズムダンス
サークル/☎374-2038山川
●40代までのフラダンス（初級）/第1･3火
曜日正午～午後1時/菅野公民館/月2,300円/
KWUM HULA Nani/☎090-8015-0156酒井

（昼間）
●初めての社交ダンス/第1・３水曜日午前10時
～正午/勤労福祉センター分館/1回1,000円/ピ
ア フラワー/☎371-9156髙原（夜間）

音楽・芸能
●大正琴 初心者歓迎 無料体験有/月4回木曜日

午後1時～3時他/大野公民館/月4,000円/大正
琴錦輝宴会/☎338-2948竹村（夜間）
●カラオケ 作曲家の指導で楽しく/月3回火曜
日午前10時～正午/市川公民館/入会金5,000
円、月4,800円/市川歌謡サークル/☎334-4526
中村
●ハーモニカ初級教室/第1･3木曜日午後1時～
4時/鬼高公民館/入会金1,000円、月1,750円/
ローズハーモニカクラブ/☎080-1017-1415宇賀
山（夜間）
●童謡･唱歌･ラジオ歌謡を歌う会/第2･4木曜
日午前10時～正午/本八幡地域ふれあい館/入
会金1,000円、月2,000円/ゆりかご会/☎378-
0426渡辺
●民謡で親睦をますます健康に/第1･3土曜日
午前10時～正午/いきいきセンター宮久保/月800
円/宮久保民謡同好会/☎324-0451井津木（昼
間）
●能楽・喜多流謡曲を愉しむ/第1・3木曜日午前
10時～正午/いきいきセンター鬼越/月2,000円/
喜多流謡曲の会/☎371-6223小髙
●カラオケ（女性のみ）/第2・4日曜日午前11時
～午後2時/行徳公民館/月3,000円/みやこ会/
☎327-7234佐山（夜間）

書道・絵画
●日本画、水彩画/第1･3木曜日午前9時30分
～正午/文化会館/月5,000円/月影会/☎090-
3497-8627宮崎

その他
●男の料理教室/第2日曜日午前9時～午後0時
30分/曽谷公民館/入会金1,000円、月1,500円/
食楽会/☎090-4812-3353小野
●初めてのアートフラワー/第2金曜日午前10
時～午後1時/西部公民館/月2,000円（材料込）/
のぞみ会/☎373-3820阿部（昼間）
●男のための料理教室/第3日曜日午前9時～
午後1時30分/行徳公民館/入会金1,000円、月
2,000円/だんちゅう会/☎080-1194-8119丸山
●老壮者の知識の向上と親睦のため/第2･4金
曜日午後1時～4時/中央公民館/半年4,000円/
市川中央老壮塾2期生/☎333-2686杉山（夜間）
●囲碁 級位者歓迎 月1回講座有/毎週土曜
日午後0時30分～5時/市川駅南公民館/入会
金1,000円、月500円/駅南囲碁クラブ/☎371-
2919伊藤（夜間）
●素敵な刺しゅうです/第1･3金曜日午前10時
～正午/行徳公民館/月2,500円/ハーダンガー刺
繍/☎357-6641畑山
●男の料理 初心者も歓迎/第2･4水曜日午前10
時～正午/東部公民館/月3,400円/つなぎ「男の
料理教室」/☎338-1820綿加（夜間）
●いきいき コミュニケーション/第2火曜日午後
6時45分～8時45分/行徳公民館/月300円/話し
方サークル「キラリ」/☎090-9011-7739稲庭

…1％支援制度の支援対象事業

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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▲火災予防の大切さを訴える力作が勢揃い。
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11月7日（土）〜13日（金） 11月14日（土）〜20日（金）

特集 特集東 山 魁 夷 記 念 館 あったかゆったり銭湯に行こう

いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
毎日午後6時30分〜35分（5分間）

「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

市川市住民基本台帳人口（9月30日現在） ▶ 476,285人　男 242,251人  女 234,034人  231,425世帯

J:COM（CATV）

デジタル11ch
 9：00 12：00
20:00 23：00

放送
時間
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　今回4-5面の特集を担当することにな
り、恥ずかしながら初めて「男はつらいよ」
を見ました。やはりそこは国民的人気シリー
ズ、全48作品中ほとんどの作品がレンタル

中で借りられるのはわずか２，３作でした。
日曜日の夜、家族が寝静まった後に観たの
ですが、翌日からまた始まる慌ただしい１週
間を前に温かな空気に包まれ、心なしか月

曜日の朝の目覚めもすっきり。穏やかな気
持ちで迎えられたような気がします。この
私の「寅さん効果」は果たして1週間続くの
か、今週の自分に期待です。

広
報

　認知症などによる徘
は い

徊
か い

行方不明者
は、全国で1万人を超えているそうです。
大洲防災公園で「徘徊声かけ訓練」が
行われました。これは、認知症役や困って
いる人役が公園内を徘徊し、そこで「安心
してもらえる声かけ」を実践する訓練で、
大洲さわやか見守り交流会の主催で実
施され、市内で初の試みです。
　徘徊による行方不明は、市内でもほ
ぼ毎日発生しています。早期に発見され
ると高い確率で無事に保護される反面、
事故や所在不明のままになるケースも

少なくありません。「声かけ」は最初の一
歩。「安全に徘徊できる地域」それは認
知症の高齢者だけでなく、障害者や子ど
もたちにも優しい地域になるでしょう。

　消防局で中学生に対する消防協力者
表彰がありました。表彰されたのは、高谷
中学校3年生の柏木 蓮さん。一人でサッ
カーの練習をしていたときに、隣家の室外
機から白い煙があがっているのに気が付
いたそうで、煙が黒くなるのを見て119番
通報。さらに、大きなバケツで何度も水をか
け、火災の拡大を防ぎました。
　この体験を通して「街の安全を守る大
切さを学びました」と話してくれました。大人
でもなかなかできない勇気ある行動に感服
です。

1万人が行方不明という現実
中学生の
勇気に感謝状

10月6日

　先月の大雨被害がまだ記憶に新し
いところ、水防時における土のう対応
訓練が実施されました。これは、市と千
葉県上下水道インフラ整備協会の間
で交わした「台風・豪雨等におけるボラ
ンティア水防活動支援に関する協定
書」に基づいて行われたものです。
　協会員と市職員などおよそ50人が
参加して、市川南1丁目の「ゆうゆうロー
ド」に土のうを設置。素早い作業で歩
道のふちに沿って積まれました。設置
後には撤収作業から清掃まで行なわ
れ、より実践に近いものとなりました。
多発する風水害に備えるため、市では
水防に力を入れて取り組んでいます。
こうした官民協働の取り組みは大切に
していきたいものです。

土のう対応訓練を実施しました 10月21日

　風が強く、雲ひとつない秋晴れの日は
お祭り日和。今年から会場が湊新田の
駅前公園に変わった行徳まつり2015が
行われました。恒例の神

み

輿
こ し

渡
と

御
ぎ ょ

や、市民
ステージ、にぎわう模擬店。初実施された

「行徳ハロウィン」では仮装した参加者
が楽しく街をパレード。東西線南行徳駅
周辺で行われた「秋の味覚南行ホコ天」
では炭火焼サンマに長蛇の列ができ秋
を感じる1日となりました。

生まれ変わった行徳まつり 10月25日

10月14日

市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

５,８７７人（10月28日現在）
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市川市役所フェイスブック 検索

広告

市川市メール
情報配信サービス
市川市メール
情報配信サービス
　下記の方法で登録いただくと、市の災
害時の緊急情報等を知ることができます。
entry@ichikawacity.jp
または下記のQRコードから空メールを送
信し、送られてくる
メールに記載されて
いるURLをクリックし
てください。配信項
目は、登録後に変更
できます。メールの
受信には通信料がかかります。

☎３３４-１１０７広報広聴課

いざというときのために
市内の情報をいち早く

広告主の募集

☎３３４-１１０６
　広報広聴課

１月から３月に発行する
「広報いちかわ」に掲載する
広告を随時募集しています。

詳しくは市公式Ｗｅｂサイトで

 と検索広報いちかわ広告
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